
五
. 
四

運

動

天

野

フロ

之

助

一
九
一
四
年
入
月
一
日
ド
イ
ツ
の
ロ
シ
ア
に
劃
す
る
宣
戦
布
告
に
始
ま
る
第
一
次
世
界
大
戦
(
巴
区
・
∞

--
S
H∞
-r)
に
際
曾
し
て
、
同
月

二
三
日
日
本
は
「
日
英
同
盟
の
よ
し
み
に
よ

っ
て
」
ド
イ
ツ
に
劃
し
宣
戦
布
告
、

こ
れ
に
先
立
つ
八
月
七
日
、
イ
ギ
リ
ス
が
ド
イ
ツ
の
東
洋
艦
隊
を
一
掃
す
る
た
め
日
本
に
軍
事
援
助
の
要
請
が
あ
り
、
同
月
十
五
日

日
本
軍
が
駐
華
ド
イ
ツ
軍
に
封
し
最
後
の
逼
牒
を
出
し
て
い
る
。

(
①
七
八
|
七
九
頁
、
②
)
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同
二
五
日
駐
華
日
本
公
使
は
北
京
政
府
外
交
部
に
制
到
し
、
日
本
の
劉
ド
イ
ツ
宣
戦
の
こ
と
を
通
告
し
、

口
)
に
上
陸
。
ド
イ
ツ
の
謬
州
漕
租
借
地
な
ら
び
に
そ
の
経
営
に
か
か
る
謬
済
識
路
、
沿
線
を
占
領
。

す
な
わ
ち
九
月
二
五
日
日
軍
は
撤
回
開
ス
テ
l
シ
2

ン
|
交
通
機
関
、
十
月
六
日
に
は
済
南
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
十
一
月
七
日
に
は
青
島
を

九
月
二
日
日
本
軍
隊
は
山
東
半
島
(
龍

占
領
。

②

翌
一
九
一
五
年
の
は
じ
め
、
日
本
は
福
州
・
慶
門
・
臭
掘
・
太
泊
に
艦
隊
を
集
結
し
、

一
月
十
八
日
午
後
四
時
大
隈
重
信
内
閣
は
、
衰
世
凱
大
総
統
に
射
し

u
g
g
E目・
四
つ
の
要
求
僚
項
と

一つ
の
希
望
篠
項
)
を
提
出
し
た
。

ま
た
山
東
お
よ
び
南
浦
洲
に
増
兵
〈
一
二
万
②
〉
し
て
、

『
懸
案
解
決
』

の
名
の
も
と
に
い
わ
ゆ
る
二
十
一
カ
燦
(
叶
耳

g
q
g
m
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時
の
外
務
大
臣
加
藤
高
明
が
駐
華
公
使
日
置
盆
に
交
付
し
た
訓
令
は
、
①
一
五
四
頁
以
下
に
の
す
。
そ
し
て
二
十
一
カ
篠
問
題
に
つ
い
て
は
、
堀
川
武
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夫
『
極
東
園
際
政
治
史
序
説
|
|
一
一
十
一
箇
係
要
求
の
研
究
』

(
一
九
五
八
年
刊
)

(
『
現
代
中
園
を
綴
る
世
界
の
外
交
』
一
九
五
一
年
刊
)
を
あ
げ
て
お
く
。

と
、
植
田
捷
雄
「
大
正
四
年
日
華
二
十
一
箇
篠
約
と
満
洲
事
制
捜
」

日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
の
戦
争
を
奇
貨
と
し
て
、
こ

の
要
求
を
提
起
し
て
在
華
樺
盆
の
披
大
を
ね
ら
い
、
満
洲
(
今
日
の
東
北
)
・
山
東

-
一
踊
建
を
三
大
接
貼
と
し
て
そ
の
勢
力
を
浸
透
さ
せ
、
さ
ら
に
漢
冶
捧
公
司
(
一
八
九
八
年
来
大
冶
の
銭
鍍
石
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
)

へ
の
日
本
資
本
の
導
入
(
日
華
合
鱗
)
に
よ
っ
て
長
江
流
域
の
重
工
業
の
掌
握
を
企
園
、

更
に
北
京
政
府
に
劃
し
て
強
い
護
言
権
を
希

撃
し
た
。

交
渉
は
三
カ
月
有
像
、
回
を
重
ね
る
こ
と
二
五
回
。
こ
れ
が
世
に
洩
れ
る
や
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
抗
議
が
お
こ
り
、

希
墓
僚
項
を
将
来
に
留
保
し
、
五
月
七
日
(
以
後
こ
の
日
が
華
北
で
闘
恥
記
念
日
と
な
る
)
午
後
三
時
、

日
本
は
第
五
競
の

五

0
時
間
(
九
日
午
後
六
時
ま
で
)
を
期
限

と
す
る
最
後
通
牒
を
設
し
(
全
文
①
一
七
六
|
一
八

O
頁
に
お
さ
む
)

こ
こ
に
九
日
(
南
方
で
は
こ
の
日
が
園
恥
記
念
日
と
せ
ら
る
)
外
交
部
は
之
を
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承
認
し
、

〔
大
正
四
年
〕
五
月
二
五
日
日
置
盆
公
使
と
陸
徴
鮮
外
交
線
長
の
聞
に
篠
約
又
は
公
文
交
換
の
形
式
で
調
印
、
六
月
八
日
相
互
批
准

交
換
が
行
わ
れ
た
。

す
な
わ
ち
「
山
東
-
一
関
ス
ル
僚
約
」
(
外
に
公
文
二
)
、
「
南
浦
洲
及
東
部
内
蒙
古
ニ
閲
ス
ル
僚
約
」
(
外
に
公
文
入
)
、
「
漢
冶
捧
公
司

ノ
件
」
(
公
文
)
、

も
っ
て
、
二
十
一
カ
僚
の
う
ち
十
六
カ
僚
が
認
め
ら
る
。

コ
繭
建
省
ニ
開
ス
ル
件
」
(
公
文
)
、

「
謬
州
開
還
付
ノ
件
」

(
公
文
)
(
①
一
一
一
五
l
一
一
一
一
一
頁
、
①
二
二
上
二

O
頁〉

で

〔
ち
な
み
に
一
九
二
二
年
二
月
の
ワ
シ
ン
ト
ン
舎
議
で
、

日
本
は
山
東
の
還

付
と
と
も
に
上
記
十
六
僚
の
な
か
か
ら
六
カ
僚
を
放
棄
す
る
こ
と
と
な
る
〕

そ
の
後
一
九
一
七
年
八
月
十
四
日
北
京
政
府
(
鴻
闇
路
代
理
大
総
統
、
段
旗
瑞
総
理
)
は
、

ド
イ
ツ

・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
劉
し
宣
戦
を
布
告
。

(そ

の
文
は
①
八
三
|
八
四
頁
)

こ
れ
よ
り
先
、
こ
の
大
戦
が
勃
設
す
る
や
、
一
九
一
四
年
八
月
六
日
衰
世
凱
は
局
外
中
立
を
宣
言
(
同
十
二
日
各
園
承
認
す
)
。

の
山
東
出
兵
に
際
し
、
中
園
は
そ
の
攻
略
に
協
力
せ
ん
と
し
て
日
本
の
拒
否
に
あ
い
、
翌
十
五
年
十
一
月
中
園
ま
た
戦
争
参
加
を
提
議

日
本



し
て
日
本
に
阻
止
せ
ら
る
。
(
①
五
二
一
段
〉
と
こ
ろ
が
一
九
一
七
年
二
月
ド
イ
ツ
の
稽
水
艇
封
鎖
政
策
が
賓
施
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
三
月

十
四
日
中
園
政
府
は
ド
イ
ツ
政
府
に
向
っ
て
外
交
関
係
の
断
絶
を
宣
告
(
大
締
統
布
告
の
封
徳
図
紹
交
文
は
①
六
六
|
六
七
頁
)
、
き
ら
に
日

本
の
慾
温
も
あ
っ
て
上
記
の
如
き
封
濁
・
捜
宣
戦
の
布
告
と
な
る
。

そ
し
て
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ

l
ヂ
の
要
請
も
あ
っ
て
、
北
京
に
僑
工
局
を
設
け
て
十
四
高
(
二

O
蔦
と
も
い
う
〉
の
華
工
(
ク
リ
l
)
を
募
集
し
て

フ
ラ
ン
ス
に
迭
り
、
彼
等
を
前
線
の
作
戦
に
使
用
す
る
こ
と
を
許
し
た
。

こ
う
し
た
華
工
た
ち
は
、
大
部
分
フ
ラ
ン
ス
の
軍
事
工
業
・
運
轍
機
関
で
は
た
ら
き
、
一
九
一
八
年
大
戦
終
結
と
共
に
諦
園
し
、
「
赴

欧
第
工
圏
」
を
組
織
し
て
盛
ん
に
宣
停
し
、
中
圏
第
働
者
階
級
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
興
え
た
と
い
う
。
⑤

大
戦
の
終
結
と
共
に
、
一
九
一
九
年
一
月
中
園
ば
パ
リ
卒
和
舎
議
に
外
交
総
長
陸
徴
詳
・
駐
米
公
使
顧
維
鈎
・
駐
英
公
使
施
肇
基
'
駐
併
公

使
競
震
組
お
よ
び
南
方
軍
政
府
駐
米
代
表
王
正
廷
の
五
代
表
を
迭
っ
て
、

こ
の
首
席
代
表
陸
徴
群
こ
そ
は
、
日
本
の
二
十
一
カ
篠
要
求
に
つ
い
て
直
接
折
衝
し
た
人
物
で
あ
る
。

二
十
一
カ
僚
の
贋
止
、
山
東
還
付
の
要
求
と
、
不
卒
等
候
約
撤
贋
の
七
項
希
墓
篠
件
を
提
出
し
た
が
、
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希
望
篠
件
七
項
目
と
は
、
左
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。

一
、
各
園
が
中
園
に
有
す
る
勢
力
範
囲
の
放
棄

二
、
各
園
の
駐
華
軍
隊
お
よ
び
警
察
の
撤
退

三
、
各
園
の
在
華
郵
政
・
電
信
業
務
の
撤
消

四
、
領
事
裁
判
穫
の
取
消

玉
、
租
借
地
の
返
還

六
、
租
界
の
返
還

63 

七
、
関
税
自
主
権
の
承
認
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参
戦
の
代
償
と
し
て
獲
た
も
の
は
、
義
和
園
事
件
に
際
し
入
カ
園
連
合
軍
が
北
京
に
入
城
し
た
と
き
、
ド
イ
ツ
が
持
ち
信
仰
っ
た
天
文
儀
器
の
返

還
に
す
ぎ
ず
。
中
園
の
希
望
と
要
求
は
完
全
に
拒
絶
さ
れ
、
二
十
一
カ
僚
に
劃
し
て
は
討
論
の
範
囲
内
に
あ
ら
ず
と
さ
れ
(
審
議
拒
否
〉
、
ド
イ

ツ
の
山
東
省
に
お
け
る
一
切
の
権
利
と
利
盆
は
、
自
本
に
完
全
に
譲
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

〈
『
パ
リ
卒
和
傑
約
』
第
一
五
六
|
一
五
八
係
、
③
七
九

九
頁
)

バ
リ
卒
和
曾
議
が
中
園
の
山
東
回
牧
の
主
張
を
正
式
に
否
定
し
た
の
は
、

一
九
一
五
年
四
月
三
十
日
で
あ
っ
た
が
、
陸
代
表
が
山
東

問
題
の
交
渉
経
過
を
北
京
政
府
に
打
電
し
、

「
今
回
の
卒
和
曾
議
で
わ
が
園
の
主
張
が
斥
け
ら
れ
た
原
因
は
、

一
つ
に
は
一
九
一
七
年

二
、
三
月
の
問
、

日
本
と
協
商
圏
(
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
)
の
聞
に
青
島
を
日
本
に
譲
渡
す
る
密
約
り
あ
っ
た
こ
と
と
、

二
つ
に
は

九
一
八
年
九
月
(
二
四
日
〉
わ
が
園
嘗
局
(
段
旗
瑞
北
京
政
府
|
駐
日
公
使
章
宗
鮮
〉
と
日
本
政
府
の
聞
に

「
政
府
は
欣
然
同
意
す
」

と
し、

う
山
東
交
換
公
文
が
あ
っ
た
の
で
、

ア
メ
リ
カ
の
斡
旋
も
如
何
と
も
矯
し
が
た
か
っ
た
」
と
。

(
⑥
一
五
O
頁
・
⑬
四
三
頁
・
⑫
三
O
頁〉

- 64ー

こ
れ
に
針
し
中
園
人
の
失
望
と
激
昂
は
極
黙
に
達
し
、
守
敏
謙
氏
に
よ
れ
ば
「
全
園
民
が
憤
怒
と
失
望
の
粛
に
一
人
で
あ
る
か
の
よ

う
に
立
ち
あ
が
り
、
:
:
:
不
法
な
山
東
篠
項
に
閲
し
て
保
留
を
撃
明
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
卒
和
燦
約
に
調
印
し
て
は
な
ら
な
い
と
主

張
し
た
電
報
が
、
少
な
く
と
も
一
千
逼
か
ら
中
園
委
員
の
身
の
ま
わ
り
に
降
り
注
い
だ
」
と
。

(
E
n
E
S
〉
項
目

r
s
a
¥
w
E
M
M
)
ハ⑦

四
三
八
|
四
三
九
頁
)

こ
の
中
圏
外
交
失
敗
の
報
が
一
た
び
本
園
に
俸
わ
る
や
、
贋
範
な
民
衆
の
反
帝
運
動
l
1
1
い
わ
ゆ
る
「
五
・
四
」
愛
園
運
動
が
、
そ
の
火
蓋

を
切
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
此
の
運
動
を
お
こ
し
た
導
因
に
は
、
一
九
一
六
年
来
の
新
文
化
啓
蒙
運
動
と
い
う
思
想
的
準
備
が
あ
っ
た
し
、

こ
れ
に
つ
、
い
て
は
、
③
拙
稿
「
新
文
化
啓
曲
家
運
動
」
に
ゆ
ず
る
。



一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
十
月
〔
枇
舎
主
義
〕
革
命
が
、
中
園
の
民
族
的
自
費
に
極
め
て
大
き
な
動
カ
と
な
っ
た
。

(
一
九
五
七
年
、
北
京
人
民
出
版
祉
刊
〉
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

中
園
で
は
、
十
月
革
命
に
劉
し
レ
ち
早
く
北
京
大
撃
の
李
大
剣
敬
授
が
「
庶
民
的
勝
利
」
お
よ
び
「
布
爾
什
維
主
義
切
o
r
r
2
2
5

的
勝
利
」
の
両
論
文
(
『
新
青
年
』
第
五
容
第
五
鋭
、
一
九
一

八
年
十
月
十
五
日
夜
行
〉
を
草
し
て
、
最
大
の
情
熱
を
も

っ
て
之
を
迎
え
、
第
一

次
世
界
大
戟
の
結
果
は
、
帝
国
主
義
園
家
の
勝
利
で
は
な
く
て
、
社
曾
主
義
の
勝
利
で
あ
り
、
二
十
世
紀
の
新
潮
流
の
勝
利
で
あ
る
と

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
丁
守
和
・
殿
叙
索

・
張
伯
昭
『
十
月
革
命
封
中
園
革
命
的
影
響
』

し

「
自
由
の
曙
光
現
れ
た
り
/

試
み
に
看
よ
、
将
来
の
環
球
を
。
必
ず
こ
抗
赤
旗
の
世
界
ノ
L
と
宣
言
し
た
。
ま
た
毛
津
東
『
論

人
民
民
主
専
政
』
(
一
九
四
九
年
六
月
三
十
日
渡
表
)
は
、

「
中
園
人
が
マ
ル
ク
ス
主
義
を
さ
が
し
あ
て
た
の
は
、

ロ
シ
ア
人
を
介
し
て
で

あ
っ
た
。
:
:
:
十
月
革
命
の
砲
撃
が
轟
い
て
、
我
々
は
マ
ル

ク
ス

・
レ
ニ
ン
主
義
を
還
り
届
け
ら
れ
た
。
十
月
革
命
の
お
か
げ
で
、
全

世
界
の
そ
し
て
叉
中
園
の
先
進
的
な
人
々
が
、
園
家
の
運
命
を
考
え
る
手
段
と
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
世
界
観
を
用
い
て
、
自

ロ
シ
ア
人
の
歩
ん
だ
道
を
進
め

l|
こ
れ
が
結
論
で
あ
る
」
と
す
。
(③
五
四
三
頁

に
嬢
る
も
、
若
干
改
む
)
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分
達
の
問
題
を
新
し
く
考
え
直
す
よ
う
に
な

っ
た。

」
の
十
月
革
命
の
勝
利
は
、
世
界
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
解
放
運
動
を
誘
設
し
、

翌
一
八
年
一
月
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
運
動
、
八
月
日
本
の
米
騒
動
、
十
一
月
オ
ー
ス
ト
リ
ア
お
よ
び
ド
イ
ツ
の
君

主
政
権
顛
覆
革
命
、
翌
一
九
年
三
月
朝
鮮
濁
立
運
動
化
H

蔦
歳
事
件
、

月
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
。
(
四
カ
月
間
政
権
維

持〉、

四
月
バ
ヴ
ア
リ
ア
・
ソ
ヴ
ム
ッ
ト
共
和
閣
の
樹
立
等
。

(
⑩
事
項
解
説
参
照
)

中
園
で
は
い
わ
ゆ
る
「
五
・
四
」
運
動
と
し
て
、
日
本
帝
園
主
義
と
そ
の
走
狗

・
親
日
波
中
園
官
僚
に
、
そ
の
鋒
先
が
向
け
ら
れ
た
。

ロ
シ
ア
の
十
月
革
命
の
極
東
へ
の
波
及
を
抑
匪
せ
ん
と
す
る
日
・
米
を
主
と
す
る
連
合
園
の
政
治

・
軍
事
行

と
こ
ろ
で
此
の
こ
ろ
、

動
が
お
こ
り
、

し

五
月
十
/'¥ 

日-

h 九
7};‘ ーー回・
陸八

享年
タP 一
望万
一一

藤玉
子日
習わ

主が
外陸
務

軍
大

線
臣長

妙己 本
畠野

鵬 E;
の町
四と

ど駐
北 H
京~

五、主
綿'f、 万て

握、詳-
Uこ、カh

e司

陸
軍
共
同
防
敵
軍
事
協
定
ιー

全
十

『
共
同
防
敵
に
関
す
る
公
文
』
を
交
換

、65
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つ
づ
い
て
同
月
十
九
日
わ
が
海
軍
少
将
吉
田
増
次
郎
と
海
軍
中
将
沈
書
聖
の
聞
に
『
海
軍
共

同
防
敵
軍
事
協
定
』
全
九
僚
が
結
ば
れ
た
(
③
七
二
二
|
七
二
四
頁
)
。
そ
し
て
こ
れ
に
は
日
本
の
財
政
的
援
助
が
含
ま
れ
、
七
月
三
一

日
わ
が
泰
卒
公
司
代
表
高
木
潔
と
陸
軍
総
長
段
芝
貴
の
聞
に
兵
器
借
款
二
、
二
四
二
寓
圃
が
、
ま
た
九
月
二
八
日
に
は
朝
鮮
銀
行
組
裁

僚
が
結
ば
れ
(
@
七
ニ
O
l七
二
二
頁
〉
、

美
濃
部
俊
士
口
と
駐
日
公
使
章
宗
鮮
の
聞
に
参
戦
借
款
二
千
高
園
が
成
立
ハ
①
七
一
三
!
七
三
二
頁
)
、

わ
が
賂
校
が
多
数
顧
問
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
で
中
園
の
漫
防
軍
三
箇
師
圏

が
組
織
さ
れ
、

さ
て
此
の
情
報
を
探
知
し
た
留
日
皐
生
は
五
月
六
日
の
夜
、

各
省
・
各
校
代
表
四
六
名
(
う
ち
女
子
三
名
)
が
、

東
京
神
田
(
現
在
の

専
修
大
田
学
前
電
停
そ
ば
)
の
中
園
飯
館
維
新
鋭
で
秘
密
裡
に
舎
議
を
催
し
て
、

わ
が
警
察
に
逮
捕
さ
れ
る
事
件
が
護
生
し

ハ
@
二
七
|
一

「
留
日
厚
生
救
園
闇
」
を
結
成
し
③
、

し
て
シ
ベ
リ
ア
に
共
同
出
兵
し
、
十
月
革
命
に
封
し
武
力
干
渉
せ
ん
と
し
て
い
る
と
宣
惇
し
、
い
よ
い
よ
軍
事
協
定
が
秘
密
裡
に
締
結

そ
の
た
め
多
数
の
留
皐
生
が
開
園
し
て
五
月
十
二
日

日
本
軍
が
北
洋
軍
閥
と
勾
結

二
七
頁
)
、

て
総
統
府
に
赴
き
、

(②
、
⑫
七
六
頁
〉

工
専
、
法
専
、
暫
専
等
北
京
所
在
の
十
蝕
校
の
皐
生
二
千
儀
人
が
、
デ
モ
行
進
を
や
っ

『
中
日
共
同
防
敵
軍
事
協
定
』
の
密
約
に
抗
議
し
、
た
だ
ち
に
協
定
全
文
の
底
止
な
ら
び
に
護
表
を
要
求
し
た
。
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さ
れ
る
や
、
五
月
一
一
一
日
北
京
大
事
、
高
師
、

尤
も
そ
の
デ
モ
請
願
は
、
数
果
が
無
か
っ
た
が
、
北
京
に
「
筆
生
愛
園
舎
」
が
成
立
し
て
、
南
北
皐
生
の
連
絡
が
と
れ
ハ
嘗
時
北
京

大
皐
皐
生
だ
っ
た
都
中
夏
が
活
躍
す
〉
、
八
月
に
は
全
園
的
な
摩
生
愛
園
囲
鰻
「
皐
生
救
園
禽
」
が
組
織
さ
れ
、

京
で
『
園
民
』
(
月
刊
)
を
出
版
し
(
李
大
剣
の
夜
起
で
各
地
の
畢
生
救
園
舎
の
曾
員
か
ら
五
元
づ
っ
出
き
せ
、

葵
ら
が
編
輯
)
、
同
皐
の
連
絡
と
抗
日
救
園
の
宣
停
誌
と
な

っ
た。

一
九
一
九
年
一
月
か
ら
北

一
千
徐
元
で
出
版
、
郵
中
夏
・
策
目

(
⑫
六
三
、
七
六
l
七
七
頁
、

⑬
一
O
五
頁
)

そ
の
こ
ろ
〈
一
九
一
八
年
)
北
京
大
闘
争
で
は
、
園
書
部
主
任
で
政
治
系
教
授
李
大
剣
(
守
常
〉
が
馬
克
思
主
義
研
究
舎
を
組
織
し
て
同

聞
書
館
で
壷
夜
研
究
し
、
皐
生
救
園
舎
・
少
年
中
園
皐
舎
(
一
九
一
八
年
六
月
創
立
)
や
新
潮
社
の
負
責
人
た
ち
(
北
京
大
撃
の
進
歩
的
な

畢
生
が
、
一
九
一
九
年
一
月
よ
り
『
新
潮
』
月
刊
を
援
活
、
⑫
六
三
l
六
回
頁
)
も
、
こ
こ
に
常
時
集
ま
っ
て
青
島
問
題
を
討
議
し
た

〈
⑬
六



頁
〉
。
こ
れ
ら
が
パ
り
卒
和
舎
議
で
中
圏
外
交
の
失
敗
の
報
に
接
す
る
や
、

、統
一
戦
線
を
結
成
す
る
の
で
あ
る
。

き
て

「
五
・
四
」
運
動
は
、

一
九
一
九
年
五
月
四
日
(
日
曜
日
)

北
京
に
あ
る
十
四
校

(
北
京
大
皐
・
清
華
大
暴
・
高
等
師
範
・
中
園
大

拳
・
朝
陽
大
挙
・
工
業
専
門
・
警
官
皐
校
・
醤
皐
専
門
・
農
業
専
門
・
漉
文
大
皐
(
燕
京
大
皐
の
前
身
〉
・
鍛
路
管
理
・
法
政
専
門
・
税
務
皐
校
・

民
園
大
摩
)
の
皐
生
三
千
能
人
(
五
千
徐
人
と
も
い
う
)
が
、

『
初
級
中
事
謀
本
中
園
歴
史
』
第
四
冊
は
三
千
徐
人
と
し
、

て
い
た
と
い
う
。

(⑫
八
四
頁
)

『
高
級
中
間
半
課
本
中
園
歴
史
』
第
四
冊
は
五
千
人
と
す
e

そ
し
て
島
一
生
の
多
く
は
長
砲
を
き

高
品
献
の
停
車
を
用
意
し
(
そ
の
内
容
は
⑬
二
九
頁
を
み
よ
〉
、
手
に
白
旗
(
そ
れ
に
は
お
も
い
お
も
い
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
書
き
)、

更
に
「
中
園
は
中
園
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人
の
中
園
だ
」
・
「
外
に
園
擢
を
争
い
、
内
に
園
賊
を
懲
せ
」
、

と「
、外
『争

至雇
崎、、

我内
岱懲
ーよ子 国間

宰歳
定正 ノ

動 ι
底の
成 sス
功 ロ
失 1

2空オ
草ぷ
川、 、

Jf!.寝
取安
色倫

【 、

副が
』ー ー寸

五

四
の
朝

か
れ
が
つ
く

っ
た
宣
言
の
中
で
こ
さ
え
た
も
の
だ
」

(
『
新
潮
』
第
二
容
第
四
税
、

一
九
二

O
年
五
月
刊
)
で
述
べ
て
い
る
。

「
卒
和
俊
約
の
調
印
を
拒
絶
せ
よ
」
(
「
拒
絶
和
約
簸
字
/
」
)

「
二
十
一
カ
候
を
取
消
せ
」
・
「
死
を
誓
っ
て
青
島
を
争
回
せ
よ
」
・
「
日
本
商
品
の

ボ
イ
コ
ッ
ト
」
(
「
抵
制
日
貨
」
〉
・
「
費
園
の
漢
好
を
排
除
せ
よ
」

ハ
「
懲
緋
寅
闘
賊
」
)

な
ど
の
旗
臓
を
高
く
あ
げ
て
、
午
後
二
時
紫
金
城
の
正
門
・

天
安
門
前
に
集
ま
り
、

こ
こ
で
彼
等
は
数
育
部
代
表
と
北
京
市
警
察
臆
長
の
威
脅
的
な
勧
告
を
憤
然
と
し
て
拒
絶
し
、
行
動
を
決
定
す
る
臨
時
代
表
舎
議
を

聞
き
(⑬
四
五
頁
)
、

二
時
半
を
過
ぎ
て
、

「
侍
斯
年
の
綿
指
揮
の
も
と
に
盛
大
な
デ
モ
行
進
(
一
一
小
威
滋
行
〉
に
う
つ
り
、
秩
序
整
然
と
行
進
し
、

67 

そ
の
コ
l
ス
は
、
陸
軍
部
駐
署
京
師
憲
兵
排
長
白
岐
回
目
の
五
月
五
日
附
呈
報
に
見
ゆ
。

(
⑬
一
七
三
頁
〉
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四
時
半
東
城
の
越
家
棲
に
あ
る
親
日
涯
の

E
頭
・
交
遁
組
長
盲
目
汝
震
(
一
干
一
カ
僚
を
結
ん
だ
省
時
の
外
交
次
長
)
邸
に
む
か
い
|
|
尤
も
曹
邸
の

周
圏
に
は
、
二
百
絵
名
の
巡
警
が
守
備
し
た
が
、

こ
の
日
正
午
、

曹
汝
震
と
陸
宗
輿
・
章
宗
鮮
の
三
人
は
、
総
統
府
の
宴
舎
に
出
席
し
て
い
た
が
、

お
そ
る
に
足
ら
ぬ
と
言
づ
て
、
章
と
共
に
鯖
っ
て
来
て
、
こ
の
事
件
に
ぶ
つ
か
る
の
で
あ
る
。

曹
に
障
る
な
と
勧
め
る
者
が
居

た
。
し
か
し
曹
は
、

(
⑬
一
六
七
頁
)

折
か
ら
居
合
わ
せ
た

〔
請
暇
諦
圏
中
の
〕
駐
日
公
使
(
封
日
借
款
を
結
ん
だ
省
事
者
)
章
宗
群
と
陸
軍
部
航
空
司
長
・
丁
土
源
を
襲
い
、
曹
は
そ

の
婦
人
の
内
房
に
隠
れ
た
が
、
章
お
よ
び
彼
を
援
護
し
た
中
江
丑
士
口
氏
を
殴
打
し
、
家
に
出
火
さ
せ
る
と
い
っ
た
事
件
を
惹
起
し
た
。

こ
の
と
き
官
憲
の
手
が
ま
わ
り
、
落
後
し
た
北
大
畢
生
二

O
人
、
高
師
生
八
人
、
法
政
専
門
生
二
人
、
中
園
大
祭
生
二
人
、
計
三
二

人
が
逮
捕
さ
れ
た
。
尤
も
同
月
七
日
朝
に
な
っ
て
、
北
京
大
暴
校
長
奈
元
培
の
身
柄
引
受
け
に
よ
っ
て
揮
放
さ
れ
、
各
校
に
迭
り
届
け

ら
れ
た
。
ハ
⑬
一
一
一
一
一
、

一
二
六
頁
)

さ
ら
に
四
月
子
生
闘
は
幣
制
局
総
裁
陸
宗
輿
(
二
十
一
カ
燦
を
結
ん
だ
駐
日
公
使
〉
の
家
に
赴
い
た
が
、

退
散
し
た
(
⑬
四
一
頁
)
。
そ
し
て
翌
五
日
北
京
の
拳
生
た
ち
は
、
線
罷
課
(
授
業
放
棄
〉
を
や
っ
て
全
圏
に
訴
え
、
愛
園
闘
争
に
入
っ
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
李
大
剣
の
主
編
す
る
『
毎
週
評
論
』
は
、
た
え
ず
日
本
の
陰
謀
を
暴
露
し
、
曹
・
陸
・
章
の
質
園
奴
的
罪
業
を
摘
援

し
@
、
ま
た
ソ
ヴ
ェ
ッ
ト
の
『
新
憲
法
』
・
『
土
地
法
』
・
『
婚
姻
法
』
と
、
革
命
の
経
験
を
紹
介
し
て
来
た
⑪
。
そ
ん
な
こ
と
で
、
こ
の

『
毎
週
評
論
』
は
一
九
一
八
年
十
二
月
末
北
京
で
護
行
さ
れ
た
も
の
が
、
第
二
十
六
期
以
後
、
護
禁
と
な
る
。
丸
山
松
孝
・
斎
藤
道
彦

(
東
洋
拳
文
献
セ
ン
タ
ー
、

機
関
銃
を
備
え
た
軍
隊
の
林
立
に
あ
っ
て
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編

『

李

大

剣

文

献

目

録

』

一

九

七

O
年
三
月
刊
、

一
九
年
六
月
二
九
日
)
、
二
九
競
(
七
月
六
日
)
、
三

O
披
(
七
月
一
三
日
〉
、
三
一
披
(
七
月
二

O
白
川
三
五
競
(
八
月
一
七
日
)
に

の
っ
た
李
大
剣
の
論
題
が
出
て
い
る
か
ら
、
三
六
競
以
後
護
禁
に
な
っ
た
も
の
か
。
ー
天
野
)

一五
1

一
七
頁
に
は
、

『
毎
週
評
論
』
二
八
競
(
一
九

つ
づ
い
て
五
月
七
日
の
園
恥
紀
念
日
、
北
京
の
中
央
公
園
で
聞
か
れ
た
園
民
大
舎
は
忽
ち
禁
止
さ
れ
、

十
時
に
は
中
央
公
園
の
門
は
問
、
ざ
さ
れ
、
天
安
門
の
左
右
二
|
三
華
里
ハ
約
一

l
二
キ
ロ
〉
の
聞
を
交
遁
止
め
と
し
、
二
千
除
人
の
巡



警
・
数
百
の
馬
陵
が
配
置
さ
れ
(
時
の
警
察
総
監
は
呉
煩
湘
)
、
約
七
1

八
省
内
に
の
ぼ
る
拳
生
や
大
衆
を
解
散
さ
せ
た
。

(
⑬
一
六
九
頁
)

解
散
し
た
皐
生
た
ち
は
、

街
上
で
愛
園
デ
モ
を
展
開
し
た
。

沙
・
慶
州
・
一
踊
州
・
重
慶
・
南
昌
等
の
皐
生
も
、

此
の
日
大
規
模
な
集
舎
と
デ
モ
行
進
を
し
、

い
っ
ぽ
う
天
津
・
上
海
(
二
高
人
)
・
南
京
・
武
漢
・
済
南
・
太
原
・
安
慶
・
長

北
京
皐
生
の
愛
園
闘
争
を
撃
援
し
た
の
で
あ

る

(
⑬
四
六
頁
)

こ
の
目
、

留
日
皐
生
三
千
齢
人
も
、

一
つ
は
東
京
三
宅
坂
の
ド
イ
ツ
大
使
館
前
に
、

「
五
・
七
園
恥
紀
念
」
・
「
直
接
牧
回
青
島
」
・
「
打
破
軍
園
主
義
」
・
「
保
持
永
久
和
卒
」
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て

他
の
一
つ
は
葵
橋
(
今
の
溜
池
〉
電
停
附
近
の

贋
場
に
集
合
、

デ
モ
行
進
に
う
つ

っ
て
、
各
園
大
使
舘
を
歴
訪
し
、
二
重
橋
前
と
清
園
公
使
館
(
今
の
首
相
官
邸
あ
た
り
)
の
附
近
で
、

突
、
負
傷
者
二
十
七
人
、
逮
捕
さ
れ
た
者
二
十
三
人
と
い
っ
た
事
件
を
お
こ
し
た
。

わ
が
官
憲
と
衝

(⑫
九
九
|
一

O
O頁
、
@
一一一一一
1

一
一
一
一
六
頁
)

と
こ
ろ
で
北
京
政
府
の
弾
監
は
意
外
に
巌
し
く
、

責
任
者
数
育
総
長
侍
増
湘
の
僻
表
提
出
、
同
月
十
五
日
受
理
。
北
京
大
同
学
校
長
察
元
培
の
九
日
僻
職
離
京
、

お
よ
び
高
師
各
校
長
の
僻
職
離
校
。

つ
づ
い
て
工
・
法
・
醤
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(
⑬
一
二
七
、

一三
O
頁
)

か
え
っ
て
拳
生
運
動
を
激
化
し
、

五
月
十
九
日
北
京
高
等
以
上
の
皐
校
十
八
校
の
一
斉
罷
課
(
受
講
放
棄
〉
を
決
行
、

講
演
圏
(
十
人
図
形
式
採

用
〉
を
組
織
し
て
愛
園
宣
俸
を
展
開
し
、
「
仇
貨
を
抵
制
し
」
、

『
毎
週
評
論
』
第
二
四
期

〈
一
九

一
九
年
六
月

一
日
刊
)
は
い
う
、
「
五
・

四
運
動
以
後
、
社
禽
は
畢
生
の
暴
動
に
劃
し
て
殆
ん
ど
一
人

ょ
し
て
注
意
し
な
い
も
の
は
な
く
な

っ
た
。
ま
っ
先
に
露
天
演
説
を
や
っ
た
の
は
、
北
京
大
皐
の
卒
民
演
説
圏
だ
け
だ

っ
た
が
、
五
月

七
日
以
後
に
な
る
と
、
北
京
の
拳
校
は
中
拳
(
わ
が
高
校
に
あ
た
る
〉
か
ら
大
祭
ま
で
、
講
演
闘
を
組
織
し
な
い
も
の
は
な
く
な

っ
た」

「青
島
を
手
回
せ
よ
」
と
叫
ん
だ
。

と
。
(
⑬
一
六
一
二
頁
)
そ
し
て
こ
の
講
演
圏
は
、

十
九
日
の
一
斉
罷
課
か
ら
三
J
四
百
人
に
、
二
十
日
に
は
六
J
七
百
人
に
、
二
一
日
に

は
更
に
一
千
除
人
に
ま
で
増
え
た
。

(
⑬
五
五
頁
)

69 

ま
た
十
八
日
に
は
、
北
京
の
皐
生
が
日
本
商
品
を
蒐
集
し
て
、
天
壇
の
向
い
に
在
る
先
農
壇
に
搬
び
、
数
百
人
の
前
で
こ
れ
を
焼
却
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す
る
奉
に
出
た
(
⑬
五
八
頁
〉
。

こ
の
日
杭
州
で
む
、

事
生
た
ち
(
杭
垣
各
皐
校
間
学
生
救
国
劇
聯
合
曾
〉
が
新
一
市
場
と
杭
州
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
前
で
か
れ
ら
の
持
つ
日
本
商
品
を
焼
い
て
い
る
。

こ
れ
に
射
し
駐
華
日
本
公
使
の
抗
議
で
も
っ
て
、
五
月
二
五
日
「
集
衆
静
行
・
演
説
・
停
車
散
布
制
止
令
」
が
出
て
、

(
⑬
八
O
一ー
ー八
O
ニ
頁
)

こ
れ
よ
り
先
、
五
月
六
日
・
入
日
・
十
四
日
の
三
回
に
わ
た
っ
て
、
北
京
政
府
は
拳
生
運
動
弾
塵
命
令
を
出
し
て
い
る
。
(
⑬
七
九
て

七
九
二
、
七
九
六
頁
)

デ
モ
を
許
さ
ぬ
ば
か
り
か
、
北
京
大
撃
の
周
園
は
武
装
警
官
で
と
り
ま
き
、
皐
生
り
行
動
を
監
視
し
、
新
聞
の
検
闘
を
巌
に
し
、
準
歩
的
な
雑

誌
を
護
禁
に
し
た
。

(
⑬
一
六
三
l
一
六
四
頁
)

今
度
は
皐
生
た
ち
は
手
に
布
袋
を
も
ち
、
或
る
も
の
は
「
園
貨
」
の
二
字
を
書
き
、
或
る
も
の
は
「
提
唱
園
貨
」
の
四
字
を
書
き
、

キ
粉
・
石
鹸
・
ハ
ン
カ
チ
・
香
水
・
タ
バ
コ
の
類
を
買
り
、
ま
た
雑
誌
『
園
民
』
・
『
園
陸
輿
青
年
』
を
賓
り
あ
る
い
て
、
畢
生
聯
合
曾
の
費
用

山
ミ
ガ

と
こ
ろ
が
六
月
二
日
、
東
安
市
場
で
園
貨
を
買
る
皐
生
七
人
が
軍
警
に
捕
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
皐
生
聯
合
舎
は
翌
三
日
以
後
ふ
た
た
び
街
頭
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に
あ
て
た
。

演
説
を
や
る
こ
と
を
決
定
、
二
十
除
校
よ
り
七
百
除
人
を
出
獲
さ
せ
る
や
、
そ
の
う
ち
一
七

λ
人
が
逮
捕
さ
れ
、
北
河
沿
の
北
京
大
準
法
科
大

講
堂
を
臨
時
拘
留
所
に
あ
て
た
。
そ
の
翌
日
出
設
さ
せ
た
皐
生
は
前
日
よ
り
倍
増
、
こ
の
日
捕
え
ら
れ
た
事
生
は
八
百
人
に
近
く
、
北
京
大
皐

法
科
だ
け
で
拘
留
し
き
れ
ず
、
同
大
挙
理
科
講
堂
を
も
臨
時
拘
留
所
と
す
る
に
至
っ
た
(
⑫
九
O
頁、

⑬
二
五
二
1
二
五
三
頁
)
。
同
時
に
北
京
政

府
は
、

多
数
の
軍
隊
(
六
i
七
百
人
〉
を
北
京
大
皐
の
周
囲
に
駐
替
さ
せ
、

皐
生
の
反
抗
を
抑
え
ん
と
し
た
が
、

筆
生
側
は
一
だ
ん
と
勇
敢
な

戟
土
と
し
て
六
月
五
日
に
は
六
千
絵
人
(
二
千
徐
人
と
も
い
う
、
⑬
九
一
一
貝
)
の
宣
惇
陵
を
出
動
さ
せ
、

数
十
人
が
一
組
と
な
り
、
拘
留
時
の
用
意
に
荷
物
を
か
っ
、
ぎ
、
「
講
演
す
る
暇
も
無
く
、
沿
道
を
走
っ
て
撃
を
渇
し
て
疾
呼
し
、
怒
潮

泊
涌
、
牧
拾
で
き
ぬ
」
朕
態
を
呈
し
、
申
早
警
も
た
だ
た
だ
手
を
束
ね
て
放
任
す
る
の
み
。

(⑬
四
八
頁
〉

(
⑬
一
一
一
一
八
頁
〉

警
察
の
力
は
完
全
に
そ
の
作
用
を
喪
失
し
、



六
日
に
は
、
北
大
法
科
に
八
二
七
人
、

理
斜
に
一
三
九
人
が
拘
留
さ
れ
〈
⑫
九
O
l九
一
一
良
)

さ
ら
に
法
政
専
門
拳
校
の
校
舎
に
も

牧
容
さ
れ
た
。

(
⑬
四
八
頁
〉

ま
た
二
千
飴
人
の
一
陵
は
、
開
学
生
拘
留
所
に
お
し
か
け
、
逮
捕
を
要
求
。
内
部
で
は
拘
禁
皐
生
が
法
科
大
棲
の
上
か
ら
旗
を
ふ
り
つ

つ
怒
披
し
、
軍
警
も
こ
れ
を
制
止
す
る
術
が
無
か
っ
た
。

こ
の
と
き
(
六
月
七
日
〉
軍
警
の
包
園
を
急
い
で
撤
去
せ
よ
と
の
命
令
が
設
せ
ら
れ
(
⑬
三
一
八
頁
)
、
こ
こ
に
拘
禁
皐
生
も
樟
放
さ
れ
た
の
で
あ

る

こ
れ
よ
り
先
、
北
京
の
祭
生
罷
課
(
ス
ト
〉
の
報
が
全
園
に
俸
わ
る
や
、
天
津
(
十
五
校
、
寓
徐
の
皐
生
が
五
月
一
一
一
一
一
日
ス
ト
)
・
済
南
(
二
一
一
一
日
)
・

保
定
(
一
面
白
)
・
上
海
〈
二
五
校
、
二
施
、
二
六
日
)
・
太
原
(
一

O
校
、
二
千
徐
、
二
六
日

γ
蘇
州
(
二
八
日
プ
南
京
(
一
二
校
、
二
九
但
〉
・
杭
州
(
一

七
校
、
三
千
、
二
九
日
)
・
安
慶
つ
一
九
日
)
・
開
封
さ
二
日
〉
・
南
昌
(
一
一
二
日

γ
武
漢
(
六
月
一
日
〉
等
の
畢
生
は
、
相
前
後
し
て
授
業
放
棄
を

断
行
⑬
。
六
月
三
日
北
京
警
察
が
大
奉
筆
生
を
逮
捕
し
た
と
の
情
報
が
俸
わ
る
や
、
拳
生
運
動
は
一
だ
ん
と
沸
き
立
ち
、
授
業
放
棄
は
一
百
徐

の
城
市
に
波
及
し
た
。

-71-

た
と
え
ば
湖
南
長
沙
で
は
、
六
月
三
日
に
湖
南
皐
生
聯
合
舎
の
成
立
を
宣
言
す
る
い
」
共
に
、
無
期
限
ス
ト
に
入
る
や
、
皐
生
た
ち
は

女
暴
校
を
ふ
く
め
、
撃
校
ご
と
に
無
数
の

「
救
園
十
人
圏
」
を
つ
く
。
、
愛
園
宣
俸

(
文
書

・
講
演

・
劇
な
ど
で
〉
と
日
貨
排
斥
の
貫
行

に
う
つ
る
。
と
き
の
湖
南
督
軍
粂
省
長
張
敬
売
は
、
向
学
生
の
即
時
復
皐
を
命
令
し
た
が
数
果
な
く
、
つ
い
に
夏
休
み
を
繰
り
上
げ
、
寮

を
閉
鎖
す
る
。
六
月
十
二
日
以
降
皐
生
た
ち
は
期
末
試
験
の
受
験
を
拒
否
し
、
講
演
圃
・
演
劇
圏
を
組
ん
で
一
一
暦
贋
汎
な
運
動
に
う
つ

る。

(⑬一

o
oー一
O
一
頁
)

と

こ

ろ

で

其

の

問

、

畢

生

の

組

織

化

が

嬢

大

強

化

さ

れ

、

北

京

大

皐

法

科

大

理

堂

(

大

講

堂

)

で

「

北

京
中
等
以
上
拳
校
同
学
生
聯
合
曾
」
が
成
立
(
⑬
四
九
|
五
一
頁
)
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
各
地
に
畢
生
聯
合
舎
が
結
成
さ
れ
、

五
月
十
一
日
上
海
皐
生
聯
合
曾
(
四
四
校
、
う
ち
十
二
校
が
女
校
、
@
一
九
二
頁
)
、
武
漢
ハ
一
五
校
〉
、
十
二
日
杭
州
・
済
南
、
十
三
日
開

五
・
四
デ
モ
の
翌
日
(
五
月
五
日
)
、

71 
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封
、
十
四
日
天
津
、
十
五
日
安
慶
、
二
四
日
蘇
州
、
二
五
日
庚
東
、

六
月
二
日
南
京
に
成
立
、
六
月
三
日
に
は
湖
南
筆
生
聯
合
舎
が
成

立
す
。

(
⑬
六
一
|
九
七
、
七
九
三
|
八
二
九
頁
)

六
月
十
六
日
に
は
上
海
共
同
租
界
に
あ
る
大
東
放
祉
で
、
各
地
の
筆
生
代
表
三
十
徐
人
に
よ
っ
て

「
全
園
皐
生
聯
合
曾
」
の
誕
生
を
み
た
の
で

あ
る
。

(
⑬
二
五
八
頁
〉

ち
な
み
に
此
の

「
全
祭
聯
」
に
は
、
な
ん
ら
巌
密
な
組
織

・
綱
領
と
て
は
無
く
、
全
園
を
指
令
す
る
中
央
集
権
的
責
カ
も
無
か
っ
た

が
、
こ
の
組
織
こ
そ
中
園
に
お
け
る
人
民
大
衆
の
政
治
組
織
の
は
じ
ま
り
で
あ
り
、
皐
生
の
新
中
園
運
動
の
開
始
、
即
ち
園
民
革
命
へ

(⑧
九
l
一
O
頁
)
こ
う
し
た
皐
生
聯
合
曾
は
、
大
多
数
の
皐
生

の
組
織
護
展
へ
の
開
始
で
あ
っ
た
と
、
鈴
江
言
一
氏
は
護
言
せ
ら
る
。

の
圃
結
の
基
礎
の
上
に
政
治
闘
争
を
貫
際
に
す
す
め
る
指
導
機
関
と
な
り
、
革
命
的
青
年
の
「
先
鋒
像
的
作
用
」
を
護
揮
し
た
も
の
で

あ
る
。

(
@
五

一
頁
)四
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運
動
の
中
心
は
北
京
か
ら
上
海
へ
移
る
と
と
も
に
、

「
五

・
四
」

運
動
以
来
、
各
地
の
皐
生
の
日
貨
排
斥

・
園
貨
提
唱
は
、

さ
て
其
の
後
、

運
動
の
主
力
が
皐
生
か
ら
州
労
働
者
へ
と
移
行
す
る
。

上
述
の
ご
と
く

上
海
で
は
、
五
月
十
日
間学生
十
数
人
が
南
市
の
商
庖
で
日
本
商
品
を
検
査
し
た
り
、
十
七
日
に
は
「
救
園
十
人
園
」
(
そ
の
推
進
作
用
を

起
し
た
の
は
、
事
生
た
ち
)
が
共
同
租
界
の
大
百
貨
庖
先
施
公
司
・
永
安
公
司
の
日
貨
販
買
に
射
す
る
警
告
を
設
す
る
な
ど
の
拳
が
あ

り

(⑬一

九
七
l
一一

O
一
頁
)

商
業
界
も
之
に
織
醸
し
て
寅
行
に
移
る
や
、

そ
の
上
海
市
で
の
百
六
飽
例
は
、
⑬
二

O
一
|
二
二
九
頁
「
上
海
商
界
抵
制
日
貨
和
提
唱
園
貨
運
動
」
を
み
ら
れ
た
い
。

「
園
貨
」

ハ
民
族
資
本
家
の
製
造
商
品
)
の
販
路
を
大
々
的
に
撲
張
す
る
こ
と
と
な

っ
て
、
民
族
資
本
家
は
こ
の
皐
生
運
動
に
封
し
熱
烈
な
歓
迎
の



態
度
を
示
し
た
。

〈
⑬
四
八
頁
)

か
か
る
際
、
六
月
三
日
の
北
京
に
お
け
る
畢
生
逮
捕
の
報
が
停
わ
る
や
、

日
上
海
南
北
市
お
よ
び
商
租
界
の
中
園
商
庖
は
罷
市
(
閉
庖
ス
ト
〉
を
宣
言
し
た
。

か
れ
ら
は
上
海
皐
生
聯
合
曾
の
説
得
と
世
論
に
促
さ
れ
て
、
同
五

(
十
日
ま
で
縫
績
す
〉

す
な
わ
ち
早
朝
は
域
内
(
南
市
)
だ
け
の
罷
市
で
あ

っ
た
が
、
午
前
九
時
に
は
フ
ラ
ン
ス
租
界
、

た
。
し
か
も
首
日
居
先
に
貼
ら
れ
た
ビ
ラ
は
、
「
皐
生
を
救
う
た
め
に
罷
市
す
る
」
と
あ
っ
た
が
、
六
日
以
後
に
な
る
と
、

除
か
ざ
れ
ば
、
門
を
聞
か
ず
」
(
「
不
務
頁
園
賊
不
関
門
」
)
と
の
文
句
が
添
え
ら
れ
た
。
(
⑬
一
四
九
頁
)

こ
の
五
日
の
午
後
五
時
か
ら
、
租
界
寧
波
路
の
よ
ト
爾
登
(
カ
l
ル
ト
ン
)
西
飯
庖
で
上
海
商
皐
各
界
聯
合
大
曾
(
出
席
者
二
J
三
百
人
〉

十
一
時
に
は
共
同
租
界
へ
波
及
し

「
園
賊
を

の
席
上
、
北
京
大
皐
の
拳
生
で
運
動
の
初
期
か
ら
開
興
し
た
許
徳
前
君
が
北
京
代
表
と
し
て
、
各
商
庖
は
「
罷
市
後
援
皐
生
」
な
ど
の

紙
片
を
高
く
掲
げ
て
い
る
が
、
願
わ
く
は
直
ち
に
「
懲
買
園
賊
」
と
改
め
て
欲
し
い
。
も
一
つ
は
日
本
人
と
事
を
構
え
、
軌
道
に
は
ず

れ
た
行
動
を
せ
ぬ
よ
う
く
れ
ぐ
れ
も
希
望
す
る
と
瑳
言
し
た
(⑬
三
O
四
|
三

O
五
頁
〉
。
そ
れ
が
レ
れ
ら
れ
て
、
散
舎
後
早
速
領
袖
た

ち
は
南
京
路
一
帯
を

P
-
R
し
た
。
〔
そ
の
記
事
を
私
は
見
出
し
て
、
後
年
(
一
九
三
五
年
)
彼
が
北
京
大
間
学
教
授
時
代
に
同
僚
だ
っ

先
年
(
一
九
六
五
年
)
訪
中
時
、
北
京
飯
庖
で
許
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た
陶
希
聖
君
が
私
を
主
人
公
と
し
て
の
宴
席
で
紹
介
さ
れ
て
の
ち
訪
問
も
す
る
し
、

夫
妻
の
来
訪
招
宴
を
受
け
た
私
に
と
っ
て
は
、
感
慨
無
量
で
あ
る
。
〕

上
海
附
近
の
市
銀
(
六
日
か
ら
浦
東
・
江
湾
・
関
行
〉
か
ら
全
園
主
要
城
市
(
六
日
か
ら
松
江
・
宰

波
・
慶
門
・
南
京
、
七
白
か
ら
下
関
・
浦
口
・
鋲
江
・
呉
浴
、
八
日
に
は
蘇
州
・
常
州
・
無
錫
・
金
山
・
揚
州
・
蕪
湖
、
九
日
杭
州
、
十
日
宜
輿
・
常
熱
・
拙
阿南

・

天
津
、
十
一
日
安
慶
・
漢
口
、
十
二
日
武
畠
・
九
江
)
で
「
罷
市
」
が
決
行
さ
れ
(
⑬
一
五
一
頁
・
⑬
八
一
ニ
ト
一
1

八
五
二
頁
)
、
北
京
皐
生
の
愛
園
運
動
に

こ
の
空
前
の
出
来
事
は
忽
ち
全
園
に
波
及
し
、

呼
醸
し
て
北
京
政
府
の
措
置
に
抗
議
し
た
の
で
あ
る
。
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こ
こ
で
は
六
月
二
四
日
各
界
聯
合
舎
は
抵
制
日
貨

(
日
本
商
品
不
買
)
委
員
舎
を
組
織
し
、
各
業
者
の
調
査
を
や
る
と
共
に
、
皐
聯
舎
委
員
子
蘭
渚
の
指
導
下
に
「
脆
突
圏
」
を
編
成
し
、

な
お
河
北
の
天
津
で
は
、

六
月
十
日
か
ら
十
三
日
ま
で
罷
市
の
奉
に
出
た
が
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園
員
た
ち
は
皆
白
い
孝
服
(
喪
服
〉
を
着
、

手
に
突
喪
棒
を
も
っ
て
、

日
貨
抵
制
に
遭
わ
ぬ
頑
固
な
商
家
の
庖
先
で
突
勧
す
る
と
レ
っ

た
措
置
に
出
た
。

(
⑫
八
八
l
九
O
、
八
七
頁
)

五
月
二
八
日
園
貨
維
持
曾
が
結
成
さ
れ
、

て
、
日
貨
焼
却
大
舎
を
聞
い
て
運
動
を
も
り
あ
げ
た
。

ま
た
湖
南
の
長
沙
で
は
、

日
貨
不
買
運
動
を
展
開
し
、
好
商
を
摘
渡
し
商
品
を
浸
牧
し

一
時
は
湖
南
督
軍
張
敬
桑
に
弾
摩
さ
れ
た
が
、
十
二
月
二
日
に
は
、

一
そ
う
大

と
こ
ろ
で
此
の
六
月
五
日
の

て
是
認
さ
せ
た
。

規
模
な
日
貨
燐
却
デ
モ
が
行
わ
れ
た
。

「
罷
市
」
は
、

(⑬一

O
一、一

O
九
頁
)

無
形
の
う
ち
に
傍
働
者
の
罷
工
(
ス
ト
ラ
イ
キ
〉
を
資
本
家
側
に
も
合
法
的
な
正
義
行
動
と
し

こ
の
五
日
の
ス
ト
時
に
は
上
海
の
皐
校
の
童
子
軍
が
出
て
、
警
察
の
巡
捕
と
協
力
し
て
治
安
の
維
持
に
あ
た
る
し
(
上
海
の
高
等
小

拳
か
ら
園
民
小
皐
ま
で
一
律
休
校
と
な
る
)
、
劇
場
・
遊
戯
場
・
映
霊
館
ま
で
夜
休
む
し
、
街
の
銭
荘
や
免
換
庖
(
雨
替
屋
)
ま
で
庖
を

閉
め
た
と
あ
る
。
〈
⑬
二
九
五
1
二
九
六
頁
〉
〔
つ
づ
い
て
叉
、
上
海
の
華
商
銀
行
十
二
行
が
八
日
ス
ト
に
参
加
す
。
〈
⑬
一
一
一
一
一
一

O
頁)〕
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「
罷
市
」
の
情
報
が
停
わ
る
や
、
十
一
時
半
港
西
(
曹
家
渡
)
の
日
商
内
外
棉
第
三
・
第
四
・
第
五
廠
の
男
女
労
働

者
五
J
六
千
人
が
ま
っ
先
に
ス
ト
に
突
入
、
午
後
一
時
牢
に
は
浦
東
(
陸
家
湾
)
の
日
華
紗
廠
お
よ
び
楊
樹
浦
の
上
海
紗
廠
の
州
労
働
者
が
績
い

て
ス
ト
に
入
り
、
同
時
に
華
商
の
商
務
印
書
館
と
中
華
書
局
の
印
刷
労
働
者
が
政
治
ス
ト
を
や
り
、
第
一
日
の
紡
績
・
印
刷
第
働
者
の
ス
ト
人

す
な
わ
ち
此
の
日

〈五
日
)

員
は
、
二
高
人
以
上
に
達
し
た
。

(
⑬
二
九
三
頁
〉

尤
も
第
働
者
の
政
治
運
動
は
、

「
五
・
四
」
運
動
の
二
日
前
、
山
東
済
南
の
搬
運
工
人
(
運
搬
入
足
)
三
千
能
人
が
漕
南
北
山
岡
子
で
青

島
田
牧
演
説
大
舎
を
開
催
し
、
五
月
十
一
日
に
は
山
東
第
働
圏
が
北
京
の
彰
義
門
外
で
大
禽
を
聞
き
(
曾
衆
数
高
〉
、
彼
ら
の
名
で
第
働

大
衆
は
圏
家
の
領
土
主
権
の
完
整
〈
保
全
)
の
た
め
奮
闘
せ
ん
こ
と
を
誓
う
と
中
外
に
通
電
し
(
⑬
、
⑬
七
九
三
頁
〉
、
ま
た
五
月
二
十
三

日
天
津
で
一
高
齢
の
拳
生
の
罷
課
後
、
海
開
(
税
関
)
一
帯
の
搬
運
工
人
が
全
睡
曾
議
を
聞
き
、

天
津
に
入
港
す
る
日
本
商
船
の
荷
卸

し
拒
否
を
決
議
し
て
い
る
。

(
@
八
四
頁
〉



六
月
六
日
以
後
、
上
海
で
は
英
・
米
・
悌
商
の
諸
企
業
に
携
が
り
、

六
日
英
商
群
生
鍛
廠
，(
四
百
徐
人
)
・
求
新
機
器
廠
・
鋭
利
機
器
廠
ス
ト
。
南
市
華
商
電
車
公
司
全
面
ス
ト
。
法
租
界
電
車
公
司
・
英

美
電
車
公
司
の
運
轄
手
車
掌
の
部
分
ス
ト
。

な
お
英
美
香
煙
廠
の
僻
労
働
者
が
門
前
で
ス
ト
の
協
議
中
、

警
官
と
衝
突
。

(
⑬
三
O
六

|

三
二
頁
)

七
日
呉
振
の
櫨
寧
・
杭
南
鎮
路
縮
機
廠
、

日
本
人
の
持
株
の
多
い
輿
護
築
機
器
造
松
廠
ス
ト
、
責
捕
江
に
停
泊
中
の
汽
船
の
舵
工
・

水
手
・
火
夫
ら
の
ス
ト
。
北
新
江
路
の
信
遁
織
布
廠
、
英
商
別
護
印
書
房
ス
ト
。

λ
⑬
三
一
八
l
三
一
二
頁
、
⑬
八
三
四
頁
)

入
日
外
商
太
古
洋
行
・
馬
謙
吉
公
司
の
ク
リ
l
の
ス
ト
(
⑬
八
三
七
頁
〉
。
こ
の
目
、
上
海
瓶
湛
護
軍
使
は
上
海
道
予
と
禽
同
し
て
、

北
京
政
府
に
「
此
次
橿
上
風
潮
始
由
民
平
生
罷
課
、
縫
由
商
人
罷
市
、
近
且
将
有
第
動
工
人
同
盟
罷
工
。
:
:
:
星
星
之
火
、
可
以
煉
原
。

失
此
不
園
、
勝
成
大
範
」
と
急
電
し
て
い
る
。

六
月
九
日
、
十
日
に
い
た
っ
て
献
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
高
潮
に
達
し
、

(
⑧
一
一
八
頁
)
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『
工
部
局
公
報
』
第
十
二
巻
第
六
四
三
期
(
一
九
一
九
年
七
月
二
四
日
)
は
、
九
日
ス
ト
に
参
加
す
る
努
働
者
数
は
約
二
高
四
千
人
と
計

上
。
、
す
な
わ
ち
黄
浦
江
南
岸
の
晴
頭
(
埠
頭
〉
・
ド
ッ
ク
(
耶
松
公
司
老
船
橋
・
瑞
鎗
機
器
造
船
廠
工
人
約
一
千
人
と
江
南
船
場
〉
の
第
働
者
、

全
市
の
自
動
車
運
轄
手
(
約
二
千
人
)
、
米
商
美
学
お
よ
び
亜
細
亜
火
油
桟
の
鉱
労
働
者
の
ス
ト
参
加
に
よ
っ
て
、
職
出
入
客
貨
航
蓮
は
全

部
停
止
賦
態
に
陥
る
。
ま
た
先
に
警
官
と
衝
突
を
お
こ
し
た
浦
東
の
英
美
香
煙
廠
の
男
女
労
働
者
五
千
能
人
、
同
じ
く
英
商
和
卒
鍛
廠

も
全
面
ス
ト
に
入
る
。
更
に
全
市
の
衛
生
夫
が
前
日
家
々
に
撃
明
し
て
、
一
律
ス
ト
に
入
る
。
(⑬
一一一一一一一一一|一一一一一一八頁、⑬八四
O
l八

四
一
頁
〉

十
日
に
は
橿
寧
・
漏
杭
・
権
渇
銭
路
工
人
、

寧
波
・
贋
東
南
智
の
水
手
(
海
員
)
の
一
律
ス
ト
で
陸
海
上
交
通
ス
ト
ッ
プ
。

上
海
電
話
公
司
接
線
工
(
交
換
手
三
五
O
人
、
外
に
工
人
一
五
O
人
〉
、
英
界
電
車
公
司
・
工
部
局
電
力
昆
の
電
器
修
理
工
、

雨
租
界
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の
馬
車
夫
、

柴
昌
火
柴
第
一
・
第
三
廠
・
華
昌
盆
片
廠
・
大
有
搾
油
廠
(
湖
北
人
五
O
O人
〉
工
人
、

外
商
飯
庖
従
業
員
が
全
面
ス
ト
に
突
入
。

⑬ 
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四
二
1

三
四
八
頁
、
@
八
四
五
|
八
四
七
頁
)

全
市
を
腕
薄
獄
態
に
陥
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
上
海
で
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
し
た
第
働
者
数

上
海
全
市
の
商
工
業
お
よ
び
交
通
が
停
頓
し
、

は
、
約
六

J
七
高
人
に
の
ぼ
り
、

こ
の
数
字
は
、
郵
中
夏
『
中
園
職
工
運
動
簡
史
(
一
九
一
九
l
一
九
二
六
〉
』
(
一
九
五
三
年
北
京
・
人
民
出
版
枇
刊
〉
八
頁
に
擦
っ
た
が
、
こ
の
中
に

は
笛
時
積
極
的
に
「
罷
市
」
し
た
庖
員
は
含
ま
れ
な
い
。

こ
れ
に
よ
っ
て
M
労
働
者
階
級
が
、
政
治
勢
力
と
し
て
政
治
〔
反
帝
〕
闘
争
の
舞
蓋
に
は
じ
め
て
登
場
し
た
。

し
か
も
嘗
時
は
、
中
園
共
産
黛
も
成
立
せ
ず
、
工
曾
(
努
働
組
合
)
も
護
達
せ
ず
。
州
労
働
者
た
ち
は
同
郷
圏
睦
(
安
徽
務
・
寧
波
帯

等
)
・
秘
密
結
社
(
寄
老
曾
・
老
君
曾
等
)
を
利
用
し
て
、
こ
う
し
た
大
ス
ト
ラ
イ
キ
を
や
っ
た
の
で
あ
る
。

四
」
以
後
、
第
働
者
の
ス
ト
は
年
と
共
に
増
加
し
、
規
模
も
ふ
だ
ん
に
機
大
し
て
い
っ
た
。

年
中
闘
に
お
け
る
傍
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
回
数
・
人
数
・
日
数
統
計
表

ス
ト
回
数
総
数

一
九
一
八

一
九
一
九

一
九
二

O

一
九
二
一

一九一一一一

一
九
二
三

一
九
二
四 次

一一一一一一 l一一一|
ス

回
数

二
五
回

六
六

四
六

四
九

九一四
七

五
九

ス
ト
人
員

六
、
四
五
五
人

九
一
、
五
二

O

四
六
、
一
四

O

一O
八、

O
二
五

一一一一九、

O
五
O

三
五
、
八
三
五

六
一
、
八
六
O

備
考
『
第
一
次
中
園
努
動
年
鑑
』
第
二
編
、

卒
均
毎
次
ス
ト
人
員

五
三
八
人

三
、
五
二

O

二
、
四
二
八

四
、
九
一

O

四
、
六
三
五

二
、
一

O
八

三
、
四
三
七

一
二
四
日

二
九
四

一
五
七

一
五
五

四
五
二

一
三
四

二
四
一

一
九
二
八
年
刊
、

一
一
二
九
頁

卒
均
毎
次
ス
ト
日
数

八
・
二
七
日

五
・
六
五

七
・
一
四

七
・
三
八

八
・
一
一
一
七

六
・
三
八

九
・
二
七

そ
れ
ば
か
り
か
、

「五
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さ
て
此
の
上
海
に
お
け
る
傍
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
風
潮
は
、

忽
ち
各
地
に
波
及
し
、

京
奉
鍛
路
の
唐
山
・
京
漢
鎮
路
の
長
辛
庖
の
州
労
働

者

お
よ
び
江
西
の
九
江
勢
働
者
が
つ
づ
い
て
ス
ト
に
入
り
、
デ
モ
行
進
を
や
り
、

津
浦
鍛
路
の
第
働
者
も
ス
ト
を
醸
し
出
し
た
。

(
⑬
五

六
月
十
日
天
津
綿
商
曾
は
北
京
政
府
に
(
大
総
統
・
園
務
院
〉
あ
て
「
津
埠
に
棲

・
息
す
る
第
働
者
数
十
寓
の
衆
が
、
現
在
不
穏
の
象
を
護
生
す
。
も
し
遷
延
し
て
決
せ
ね
ば
、
買
事
を
演
成
せ
ん
。
其
の
危
厄
の
局
は
、
痛
昔
、

罷
市
に
過
ぐ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
:
:
:
請
う
急
い
で
明
令
を
以
て
曹
・
陸
・
章
を
懲
排
し
、
お
よ
び
皐
生
を
保
護
し
て
以
て
園
人
に
謝
し
て
、

目
前
を
救
え
」
と
急
電
し
(⑫一

O
七
頁
、
⑬
八
四
四
頁
)
、
ま
た
北
京
の
中
園
銀
行
圏
も
、
上
海
の
各
銀
行
か
ら
「
政
府
が
も
し
曹
・
章
・
陸
の

頁
〉
さ
ら
に
天
津
の
第
働
者
が
大
ス
ト
の
準
備
を
始
め
る
や
、

罷
菟
命
令
を
稜
表
せ
ね
ば
、
上
海
の
金
融
は
維
持
の
法
な
く
、
危
険
蔦
紋
」
と
の
電
報
を
受
け
て
、
之
を
政
府
に
再
呈
し
て
、
各
銀
行
代
表
が

政
府
首
局
に
詰
め
寄

っ
た
(
⑬
四
二
O
頁
)
。
か
く
て
北
京
政
府
も
大
衆
の
塵
力
に
屈
し
、

六
月
十
日
大
線
統
令
を
以
て
「
交
逼
組
長
曹
汝
霧
呈

請
僻
職
、
曹
汝
震
准
菟
本
職
。
此
令
。
」
「
駐
日
本
園
特
命
全
権
公
使
章
宗
鮮
呈
請
僻
職
、
章
宗
鮮
准
菟
本
職
。
此
令
。
」
「
幣
制
局
線
裁
陸
宗
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輿
一
一
舟
呈
請
僻
職
、
陸
宗
輿
准
菟
本
職
。
此
令
。
」
の
僻
令
を
護
表
し
た
。
中
園
代
表
の
パ
リ
卒
和
篠
約
の
調
印
拒
否

と
し
て
、
そ
の
終
末
を
告
げ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
コ
ニ
罷
」
闘
争
も
、
六
月
十
二
日
か
ら
皐
生
は
出
校
し
は
じ
め
、
商
工
業
は
開
市
、
第
働

な
お
又
同
月
二
入
目
、

者
は
復
業
し
は
じ
め
た
。

。、

ち
な
み
に
北
京
大
皐
校
長
奈
元
培
は
、
五
月
九
日
に
僻
表
を
出
し
て
南
下
し
た
が
、
運
動
の
全
期
聞
を
通
じ
て
、
か
れ
の
復
職
は
皐

生
の
要
求
の
一
項
目
と
な
り
、
そ
れ
は
今
一
位
舎
か
ら
の
支
持
を
受
け
た
。
政
府
が
任
命
し
た
別
の
校
長
を
、
筆
生
た
ち
は
拒
否
し
つ
づ

け
た
。
最
後
に
八
月
に
な
っ
て
か
れ
の
復
職
が
貫
現
す
る
が
、
復
職
に
あ
た
っ
て
察
元
倍
は
「
北
京
大
拳
皐
生
お
よ
び
全
園
皐
生
聯
合

舎
に
告
ぐ
る
の
書
」
を
公
表
。
書
中
か
れ
は
、
準
生
が
全
園
民
の
愛
園
心
を
喚
起
す
る
た
め
に
、
「
神
聖
な
皐
術
を
犠
牲
に
す
る
こ
と

を
惜
し
ま
ず
し
て
、
救
園
の
運
動
に
従
事
」
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
社
舎
人
の
立
場
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。
:
:
:
「
し
か
し
」
と
か
れ

λ:fi.，:.ii'.lぉ'て叶..1へ g 
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は
云
う
。
そ
の
手
段
と
し
て
拳
業
を
放
棄
し
た
こ
と
は
、
主
観
的
意
園
い
か
ん
に
拘
ら
ず
、
結
果
と
し
て
は
社
曾
に
損
失
を
か
け
た
こ

と
に
な
る
。
愛
園
心
を
喚
起
し
た
数
果
は
大
き
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
そ
の
代
償
と
し
て
枇
舎
に
輿
え
た
損
失
の
方
が
、
も
っ
と
大
き
い

の
だ
。
こ
の
損
失
は
、
今
後
の
努
力
に
よ
っ
て
埋
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
事
生
は
皐
業
を
慶
す
る
非
常
手
段
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
良
平

閉
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
「
社
舎
に
服
務
」
す
べ
き
だ
。
政
治
は
一
時
の
事
で
あ
り
、
数
育
は
永
久
の
事
で
あ
る
。

「
わ
が
園
文
明
の
前

途
百
年
の
大
計
を
定
め
る
」
た
め
に
、

「
諸
君
と
共
同
し
て
」
努
力
し
よ
う
と
レ
う
の
が
、

そ
の
公
開
黙
の
大
意
で
あ
る
。

(
⑧
九
九

頁
)

.... 圃圃

l' 

之
を
要
す
る
に
、
「
五
・
四
」
運
動
は
日
本
帝
園
主
義
の
中
園
侵
略
反
劃
を
標
携
し
て
立
ち
上
っ
た
民
族
運
動
|
|
抗
日
愛
園
運
動
で
あ
り
、

非
武
装
の
組
織
的
行
動
(
「
三
罷
L
1罷
課
・
罷
市
・
罷
工
)
が
、
向
学
生
・
商
人
・
州
労
働
者
の
統
一
戦
線
を
通
じ
て
功
を
奏
し
た
も
の
で
あ
り
、
嘗

時
ま
だ
中
園
共
産
薫
も
無
く
、

イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ

-78一

中
園
園
民
業
と
て
自
ら
指
導
す
る
寅
力
を
有
せ
ず
。
指
導
の
中
心
と
な
っ
た
も
の
は
、

共
産
主
義
的
知
識
人
・
革
命
的
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
知
識
人
お
よ
び
ブ
ル
ジ
ョ
ア
知
識
人
(
⑧
五
一
四
頁
)
1ー
で
あ
り
、

「
五
・
四
」
の
嘗
初
は
畢
生
運
動
と
し
て
展
開
し
た
も
の
の
、
「
六
・
一
ニ
」
運
動
に
護
展
し
た
と
き
に
は
、
贋
範
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
・
小

ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
お
よ
び
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
も
参
加
し
、
全
園
的
な
反
帝
・
反
封
建
運
動
に
移
り
(
⑧
五
一
四
頁
)
、
之
り
わ
け
務
働
者
階
級
が

指
導
的
役
割
を
演
じ
、
こ
れ
ま
で
の
革
命
が
全
く
持
た
な
か
っ
た
性
格
か
ら
し
て
、
今
日
で
は
一
般
に
中
園
に
お
け
る
新
民
主
主
義
の
瑳
端
と

|
|
毛
津
東
に
よ
れ
ば
、

さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
こ
の
運
動
に
は
、
兵
士
と
農
民
の
参
加
を
見
て
い
な
い
こ
と
を
附
言
し
て
お
く
。

周
恩
来
夫
人
の
都
頴
超
は
、
そ
の
『
五
・
四
運
動
に
つ
レ
て
の
回
想
』
で
「
玉
・
四
愛
園
運
動
お
よ
び
新
文
化
運
動
そ
の
も
の
は
、

反
帝
・
反
封
建
的
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
嘗
時
わ
れ
わ
れ
の
意
識
の
上
で
は
、
ぼ
や
け
て
い
た
。
一
九
一
二
年
中
園
共
産
業
が
成

は
じ
め
て
中
園
革
命
は
反
帝
・
反
封
建
革
命
で
あ
る
こ
と
が
、
は
っ
き
り
と
指
摘
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
認
識
も
ま
た
、
次
第

立
し
て
、



に
明
確
と
な
っ
た
。

「
五
・
四
」

の
と
き
、

と

わ
れ
わ
れ
は
知
識
分
子
が
柑
労
働
者
・
農
民
と
結
合
す
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
」

ハ
⑬
二

O
頁
)
ち
な
み
に
五
・
四
運
動
と
新
文
化
運
動
と
の
関
係
を
、
華
山
岡
は
「
五
・
四
運
動
以
前
に
す
で
に
開
始
さ
れ
た
新
文
化

運
動
は
、
五
・
四
運
動
の
た
め
に
思
想
解
放
の
自
質
的
保
件
を
準
備
し
、
五
・
四
運
動
は
新
文
化
運
動
に
大
衆
的
基
礎
を
あ
た
え
た
」

と
み
て
い
る
。

(
⑬
一
九
二
頁
)

七

な
お
「
五
・
四
」
運
動
時
の
孫
文
に
つ
い
て
、

附
言
し
て
お
く
。

嘗
時
彼
は
上
海
の
傍
租
界
に
閑
居
し
、

ひ
た
す
ら
著
述
に
専
念
し
て
い

fこ

す
な
わ
ち
『
孫
文
筆
説
』
・
『
寅
業
計
重
』
(
・

4
Z
H
E
m
g白
HFOE-
】
)
雪
四

-
3
B
g件
。
同
の
}
回
目
ロ
同
=
)
を
、

上
海
で
護
表
す
。

と

- 79ー

き
に
年
五
十
三
歳
。

』
の
間
「
五
・
四
」
運
動
が
お
こ
り
、

許
徳
府
民
に
よ
れ
ば
、

「
五
・
四
」

の
北
京
皐
生
の
示
威
運
動
で
、
三
十
一
人
の
皐
生
と

一
人
の
市
民
が
逮
捕
さ
れ
る
と
、
孫
文
は

段
棋
瑞
に
打
電
し
て
、
速
か
に
樟
放
せ
よ
と
促
が
し
、
ま
た
五
J
六
月
の
問
、
各
地
畢
生
代
表
が
上
海
に
集
ま
っ
て
全
皐
聯
を
組
織
す

る
や
、
孫
文
は
屡
々
拳
生
た
ち
を
家
に
招
き
、
厚
生
た
ち
を
鼓
舞
し
た
J

六
月
十
六
日
全
皐
聯
が
成
立
し
て
か
ら
の
あ
る
日
、
孫
文
は

全
皐
聯
の
要
請
で
上
海
環
球
畢
生
舎
で
、

生
た
ち
を
鼓
舞
し
た
と
。
@

一
場
の
講
演
を
お
こ
な
い
、
嘗
時
の
パ
リ
卒
和
倉
議
を
分
析
し
、

ロ
シ
ア
革
命
を
講
じ
、
摩

か
れ
は
此
の
運
動
に
は
何
ら
の
武
力
無
く
、
た
だ
圏
結
だ
け
で
勝
利
を
占
め
た
こ
と
に
、
強
い
感
銘
を
受
け
た
。

孫
文
は
、
一
九
一
九
年
六
月
「
戴
季
陶
と
の
談
話
」
で
、
「
人
民
は
う
わ
ベ
は
無
力
な
よ
う
だ
が
、
あ
る
問
題
に
つ
い
て
直
観
的
理

解
を
も
つ
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
賓
力
は
誠
に

大

き

な

も

の

と

な

り

、

何

故

な

ら

銃
砲
に
幾
十
倍
・
幾
百
倍
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

79 
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ば
、
人
民
に
は
ス
ト
ラ
イ
キ
の
力
と
、
市
場
・
商
貿
中
止
の
力
と
、
納
税
拒
否
の
力
と
、
代
表
撤
回
の
力
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。
彼
は

そ
こ
に
「
た
た
か
う
人
民
」
を
認
識
し
は
じ
め
た
。
そ
し
て
此
の
年
六
月
に
『
民
園
日
報
』
に
副
刊
「
畳
悟
」
を
創
刊
、
ま
た
理
論
雑

誌
『
建
設
月
刊
』
(
胡
漢
民
ら
編
輯
)
も
同
年
八
月
に
創
帯
し
て
い
る
。

〔
な
お
「
五
・
四
」
運
動
に
極
め
て
冷
淡
だ
っ
た
も
の
に
、

政
府
と
、
法
律
上
「
民
意
を
代
表
す
る
」
責
任
を
も
っ
園
舎
が
あ
っ
た
。
③
〕

「
護
法
」
(
留
曾
そ
の
も
の
と
其
の
議
決
し
た
法
律
を
護
る
〉
を
標
携
す
る
南
方

と
こ
ろ
で
新
時
代
に
置
き
去
り
を
喰
っ
た
孫
文
の
「
中
華
革
命
黛
」
(
一
九
一
四
年
七
月
八
日
東
京
で
結
成
、

に
移
す
)
は
、
戴
季
陶
ら
の
進
言
も
あ
っ
て
一
九
一
九
年
十
月
十
日
黛
務
を
刷
新
し
て
「
中
園
圏
民
議
」

一
九
一
六
年
四
月
末
、

本
部
を
上
海

と
改
稿
、

孫
文
自
ら
そ
の
線
理
と
な

る

し
か
し
一
九
二
四
年
一
月
の
議
の
改
組
の
あ
る
ま
で
、

議
は
何
ら
見
る
べ
き
活
動
を
残
さ
な
か
っ
た
。

〈
@
一
二
七
頁
)

- 80ー

此
の
頃
、
孫
文
は
ロ
シ
ア
革
命
に
異
常
な
閲
心
を
よ
せ
、

一
九
二

O
年
ア
メ
リ
カ
経
由
で
レ
ニ
ン
に
射
し
革
命
成
功
の
祝
電
を
迭
り
、
翌
二
一

年
十
一
月
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
色

oszzz
一
九
一
九
年
一
一
一
月
成
立
)

代
表
マ
リ
ン
(
国
富
喜
一
E

レ
l

ニ
ン
の
秘
書
)
と
慶
西
省
桂
林

で
二
度
禽
い
、
雨
者
の
連
携
や
園
民
黛
の
改
組
の
こ
と
が
論
議
さ
れ
、
翌
二
二
年
十
二
月
に
は
ソ
連
の
正
式
代
表
ヨ
ッ
フ
ュ

上
海
で
曾
談
し
、

(
〉
・
旬
。
丘
町
)
と

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
園
民
業
援
助
の
約
束
を
え
、

孫
文
は
こ
れ
よ
り
先
、
慶
一
東
軍
政
府
か
ら
追
い
出
さ
れ
、

一
九
二
二
年
八
月
上
海
に
来
て
い
た
の
で
あ
り
、
布
施
勝
治
『
レ

l
ニン

の
ロ
シ
ア
と
孫
文
の
支
那
』
〈
一
九
二
七
年
大
阪
屋
披
霊
園
庖
刊
)
に
よ
れ
ば
、

ヨ
ヅ
フ
ェ
と
の
曾
談
の
の
ち
に
、

孫
文
は
自
分
の
失
敗
は
主

と
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
出
身
の
知
識
階
級
に
依
頼
し
過
ぎ
た
こ
と
に
原
因
す
る
。
革
命
の
員
の
力
た
り
う
る
も
の
は
、
務
働
者
と
農
民
だ

け
だ
と
悟
っ
た
と
い
う
。

翌
二
三
年
一
月
二
六
日
孫
文
・
ヨ
ヅ
フ
ェ
の

の
改
組
が
賓
現
、
孫
文
は
「
三
民
主
義
」
を
「
新
三
民
主
義
」
に
改
め
、

『
共
同
宣
言
』
(
@
二
四
一
|
二
四
二
頁
)
が
渡
せ
ら
れ
、

つ
い
に
一
九
二
四
年
一
月
中
園
圏
民
集

ま
た
「
聯
俄
・
容
共
・
工
農
扶
助
」
(
ソ
連
と
連
合
し
、
共
産
黛
宏
容
れ
、



努
働
者
農
民
を
扶
け
る
)
の
三
大
革
命
政
策
を
定
め
、
業
め
第
一
次
全
園
代
表
大
舎
の
席
上
司

「
中
園
革
命
が
勝
利
す
る
た
め
に
は
、
必
ず
ロ
シ

ア
革
命
の
鰹
験
と
方
法
を
拳
び
、

一
九
二
四
年
孫
文
が
黄
塙
軍
官
皐
校
で
行
な
っ
た
新
三
民
主
義
に
つ
い
て
の
十
六
回
に
わ
た
る
講
演
を
中
心
に
し
て
、
小
島
一
拓
馬
氏

は
『
中
園
の
革
命
思
想
』
(
一
九
六
七
年
、
筑
摩
書
房
刊
)
一
一
一
八
|
一
四
八
頁
で
解
説
さ
れ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
を
先
生
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。
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註①
加
藤
伯
停
記
編
纂
委
員
曾
(
伊
藤
正
徳
)

九
年
刊
。

②
吉
林
師
範
大
事
中
園
近
代
史
数
研
室
編
『
中
園
近
代
史
事
記
』
一
九
五
九

年
刊
。

③
東
亜
同
文
曾
一線
『
増
補
支
那
関
係
特
種
篠
約
察
官摘
』

一
九
二
二
年
刊
。

①
許
回
早
到
徳
奥
参
戦
」
(
『
近
代
史
資
料
』
一
九
五
四
年
第
二
期
)

⑤
劉
立
凱
・
王
真
『

一
九
一
九
至
一
九
二
七
年
的
中
図
工
人
運
動
』
一
九
五

三
年
刊
。

⑥
池
田
誠
『
中
園
現
代
政
治
史
』
一
九
六
二
年
刊
。

⑦
橘
撲
「
中
国
民
族
運
動
と
し
て
の
五
四
運
動
の
思
想
的
背
景
|
|
皐
生
運

動
の
意
義
及
毅
果
|
|
」

(『
中
闘
研
究
橘
撲
著
作
集
』
第
一
谷
、
一
九
六

六
年
刊
〉

①
拙
稿
「
新
文
化
啓
蒙
運
動
」
(
『
中
国
研
究
』

7
、
一
九
五
七
年
三
月
、
江

南
書
院
刊
)

①
毛
津
東
「
人
民
民
主
主
義
濁
裁
に
つ
い
て
」
(
『
毛
津
東
選
集
』
第
四
谷
、

一
九
六
八
年
外
文
出
版
枇
刊
)

⑬
華
尚
『
五
四
運
動
史
』
天
野
元
之
助
閥
、
池
田
誠
・
河
地
重
造
共
謬
、

九
五
二
年
、
創
元
社
刊
。

『
加
藤
高
明
」
下
谷
、

九

@
寅
藤
恵
秀
・
賞
藤
遠
『
ア
ジ
ア
の
心
』
一
九
五
六
年
刊
。

⑬

洪
燥
春

『
五
四
時
期
的
中
園
革
命
運
動
』
一
九
五
六
年
、
北
京
三
聯
書
枇

γ
T
 

⑬

張
静
座
輯
註
『
中
国
現
代
出
版
史
料
』
甲
編
、
一
九
五
四
年
刊
。

⑬
肇
中
工
事
院
馬
克
思
列
寧
主
義
資
料
室
編

『
五
四
運
動
文
輯
』
一
九
五
七

年
、
湖
北
人
民
出
版
祉
刊
。

⑬

上
海
吐
曾
科
事
院
歴
史
研
究
所
編
『
五
四
運
動
在
上
海
史
料
選
揖
』
一
九

六
O
年
刊
。

⑬

中
園
科
事
院
歴
史
研
究
所
第
三
所
近
代
史
資
料
編
輯
組
編

『
五
四
愛
闘
運

動
資
料
』
一
九
五
九
年
刊
。

⑫

『

初
級
中
間
宇
課
本
中
国
歴
史
』
第
四
冊
、
人
民
数
育
出
版
位
、
一
九
六

五
年
十
一
版
。

⑬

繋
樹
「
五
四
運
動
」
(
『
近
代
史
論
叢
』
一
九
五
六
年
、
北
京
事
習
雑
誌
吐

刊
〉

⑬

小
野
信
爾

『
毛
海
東
』

(
一
九
六
七
年
、
人
物
往
来
世
刊
)

⑫

鈴
江
言
一
『
中
園
解
放
闘
争
史
1

1
原
題
中
国
無
産
階
級
運
動
史
』
(
一

九
五
六
年
、
石
崎
書
庖
刊
〉

⑫
李
龍
牧
「
閥
子
五
四
運
動
的
幾
箇
問
題
」
(
『
歴
史
研
究
』
一
九
六
三
年
第

三
期
)
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@
馬
恵
卿
「
五
回
運
動
在
天
津
」
ハ
『近
代
史
資
料
』
一
九
五
八
年
第
二
期
)

@
了
守
和
・
殿
叙
実
・
張
伯
昭

『
十
月
革
命
劃
中
国
革
命
的
影
響
』

ハ
一
九

五
七
年
、
北
京
人
民
出
版
枇
刊
)

@
竹
内
好
『
現
代
中
国
論
』

(
一
九
六
三
年
、
普
通
吐
刊
)

@
毛
津
東
「
新
民
主
主
義
論
」
(
『
毛
津
東
選
集
』
第
二
省
、
一
九
六
八
年
、

外
文
出
版
紅
刊
〉

⑧
許
徳
院
川
「
紀
念
奥
田
憶
」
(
『
人
民
日
報
』
一
九
五
六
年
十
一
月
十
一
日
)

@
高
橋
勇
治
『
孫
文
』
(
一
九
四
四
年
、
日
本
評
論
一位
刊
〉

⑧
波
多
野
乾
一
『
中
園
園
民
焦
通
史
』
一
九
三
三
年
刊
。

補
記
私
は
小
冊
子

『
五
四
運
動
』
(
一
九
七

O
年
五
月
、
香
港
朝
陽
出
版
枇

刊
)
を
讃
ん
で
、
五
月
四
日
天
安
門
の
前
で
畢
生
た
ち
は
、
宣
言
と
停
車

を
通
過
し
た
と
し
て
、
宣
言
で
は
「
夫
山
東
北
犯
燕
音
、
南
控
郡
寧
、
韓
国

京
漢
津
浦
雨
路
之
衝
、
寅
南
北
之
咽
喉
開
鍵
。
山
東
亡
、
是
中
園
亡
失
。

我
向
。胞
魔
此
大
地
、
有
此
山
河
、
宣
能
目
鴎
此
強
暴
之
欺
凌
我
、
摩
迫

我
、
奴
穀
我
、
牛
馬
我
、
而
不
作
蔵
一
生
之
呼
救
乎
?
」
と
述
べ
、
最
後

に
」
寸
我
同
胞
有
不
忍
於
奴
隷
牛
馬
之
痛
苦
、
豆
欲
奔
救
之
者
乎
?
即
開

園
民
大
曾
、
露
天
演
説
、
通
電
堅
持
、
震
今
日
之
要
著
」
と
結
ん
で
お

り
、
停
車
中
で
は
「
今
輿
全
国
同
胞
立
爾
個
信
篠
道
、
中
園
的
土
地
、
可

以
征
服
、
而
不
可
以
断
途
。
中
闘
的
人
民
、
可
以
殺
致
、
而
不
可
以
低

頭
。
園
亡
了
、
同
朋
起
来
明
!
」
と
大
撃
で
疾
呼
し
た
と
あ
る
。
(
こ

頁
〉
を
補
足
し
た
い
。
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